
♦医療・生命♦ 腫瘍壊死因子を電気化学発光法で高感度にはかる

生体分子の高感度な検出法としては，生体分子間の相互作用を利用した蛍光検出法がよく用いられて
きた。電気化学発光法は，励起光を必要としないため，安価，簡便かつ高感度な携帯型装置への展開
が可能である。本研究では，金-チオール結合により金電極表面にチオコリンを集積濃縮させ, その電
極上でルテニウム錯体を電解酸化することにより，高輝度な発光が観測された。チオコリンを生成す
る酵素のアセチルコリンエステラーゼを用いる酵素免疫測定法により，極低濃度の腫瘍壊死因子物質
の検出に成功した。本法は，様々な生体分子の高感度測定法への展開が期待される。
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